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1.はじめに
過日､ネットワーク情報学部設立10周年の記念講演
にお招きいただき､ネットワーク情報学部第1期の卒業
生として､お話させていただく機会をいただきました｡
その際にお話させていただいた内容を本稿にまとめさせ
ていただきました｡
自分自身では卒業してからそれほど時間が経っていな
いと思っていますが､インターネットの世界はそれとは
違い､早く･大きく移り変わってきました｡今回は私の
学生時代と合わせてインターネットの変化を紹介し､未
来のインターネットコンテンツについての考察を記した
いと思います｡
2.インターネットことはじめ
学部の名称ゆえ､いわゆる"オタク"な人々が入学する
ように受け取られることが多いネットワーク情報学部｡
実際は､極々普通の人々が入学して来るように思います｡
私もその中の一人でした｡高校まではインターネットは
勿論､パソコンもほとんど触ったことが有りませんでし
た｡今でこそパソコンは当たり前の時代ですが､私が入
学した2001年当時はまだまだ高級品の時代でした｡そ
れに加えて｢これからはインターネットが凄いらしい｣
という怪しげな言葉が飛び交っている時代です｡実際触
れてみるとインターネットは凄かった､と言えるのです
が､当時は半信半疑でした｡
そんな中､ネットワーク情報学部に入学し､パソコン
組み立ての授業､ホームページ作成の授業等々､着々と
世に言うオタク街道を登って行きました｡ただ､初めて
家にネット回線を引いた時､何かが劇的に変わるのかと
思いきや､何が凄いのか全く分かりませんでした｡世界
と繋がっている､検索すればなんでも出てくる､何でも
分かる､そうは言われていましたがそれを体感出来る手
段が分かりませんでした｡当時家に引いていたネット回
線はCATVでした｡確か500kbps程の速度だったと思
います｡今や100Mbpsなんて言っていますが､ 200分
の1です｡それでも当時はそれが高速インターネットで
した｡
この回線速度が急激に伸び始める､まさにその瞬間に
大学生活を送っていました｡回線速度が上がるに連れて､
インターネットコンテンツが充実していく､そんな時代
でした｡今思えばこの時期に"情報"を学べて良かったと
思っています｡
3.変化の礎､回線速度
Google　を知っている人はほとんど居ない時代､
YouTubeなんてもっての他､mixiのようなSNS､twitter
のようなサービスはどこにも有りませんでした｡回線速
度のせいで画像を表示するのにも時間がかかる｡今思え
ば不便極まりないインターネットです｡今の学生の方に
は､携帯電話でインターネットをしているような速度､
と言うとイメージしやすいかもしれません｡
当時私たちが見ていたのは主にテキストベースのサイ
トです｡企業サイトでもテキストベースのサイトは珍し
く有りませんでした｡個人が開設しているサイトも今ほ
どは無いもののチラホラと有りました｡必ずと言ってい
いほどどのサイトにも有ったページが､使用している
PCのスペック･日記･BBSです｡正直見たくも無い物
ばかりだった気もしますが､当時のインターネットは
広々としすぎていて､人と人がめぐり合う機会があまり
ありませんでした｡それ故か､それぞれのサイトが小さ
なコミュニティを形成し､内輪だけで盛り上がるという
ことが成り立っ､そういったサイトが存在していました｡
ここから数年､ものすごいスピードでインターネット
は進化していきました｡この当時はPCのスペックも
年々倍々で進化を続け｢ムーアの法則｣なんて呼ばれて
いました｡回線速度も負けず劣らず年々高速化し､それ
に連れてインターネット上のコンテンツも充実していき
ます｡ ｢インターネットで動画が見られる! ｣ ｢Skypeで
通話が出来る!｣等々､本当に目まぐるしく日に日に変
わっていきました｡
その中で私は､ FlashとBLOGに興味を持ちました｡
Flash.については今でも仕事で扱う事が多く､自分とし
ても大好きな分野です｡本当はここで熱弁をしたいので
すが､今回はBLOGについてのエピソードを少しだけ次
章で書かせていただき､インターネット上でのコミュニ
ケーションの変化を感じ取っていただければと思います｡
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4.はじまりはBLOG
私が大学2年の頃､ BI.OGという言葉がインターネッ
ト上に流れ始めました｡当時の私はインターネット上の
流行りものには何にでも乗っかる人間だったので､当然
BLOGの波にも乗っかりました.とは言っても今のよう
にブログサービスが用意されている訳でも無く､ BLOG
を構築するツールと言ったらMovabletype Lか有りま
せんでした｡これを学部のサーバに無理やりインストー
ルしました｡インストール手順を日本語で書いてくれて
いる人も居ないし英語も読めないし､もうファイルのパ
ーミッションとか設定とかセキュリティとかはどうでも
いいから始めよう､と｡内容はくだらないことばかりで
したが､毎日の様に書いていました｡自分の書いた記事
が世界中から見られる､フィードバックが世界中からも
らえる｡実際は世界中どころか日本の中だけの話でした
が､ここで初めて｢あーこれがインターネットか!｣と
感動しました｡このブログ開設からある事件が発生しま
す｡
4.1実は凄くないのでは?
ある日､教授の山下先生に他の大学の卒業制作展を観
に行かないか､というお誘いを受けました｡学外で行う
展示会で､確か美大の情報系の展示会だったと思います｡
六本木のAXISギャラリーという場所で開催されており､
神奈川の片田舎で学業に勤しんでいた自分にはキラキラ
と輝いて見えました｡展示を説明してくれる学生さんも
自信満々で｢僕こんなん作ったんす!凄いっしょ!｣と
解説してくれました｡
そこで私が感じたのが､ ｢この人達､自信満々で話して
くれているけど､なんか意外と普通の事やってない?｣
ということでした｡私達が普段やっていること､考えて
いることを凄そうに見せているだけだなあ､というのが
正直な感想でした｡今考えると､自分たちとは違った方
向性で勉強をしている人たちを､自分の知識の枠中で評
価してしまっていただけ､と考えられるのですが､当時
は若気の至りで突き進みます｡帰って早速BLOGの記事
を書き起こしました｡｢今日美大の展示会を見てきたけど､
大した事なかった｡自分たちも同じようなのが出来るん
じゃない?｣という内容の記事です｡このBLOGの記事
にコメントを寄せてくれた人がいました｡ネットワーク
情報学部の同級生､湯浅君です｡
4.2コウサ展のモト
湯浅君は当時全然話したことも無い､友達の友達の友
達の-位の人でした｡そんな人が何を書き込むのかと思
ったら､ ｢いいじやんやろうよ｣と書いてくれました｡こ
こから､今も毎年続けて開催されているコウサ展が生ま
れたのです｡湯浅君が代表､同級生の小西君を副代表に､
私も副代表として実行委員会を組織しました｡他にも､
学生の皆さん･教授の皆さん･教務課の皆さんにご協力
いただき､開催までこぎつけました｡コウサ展開催にま
つわる苦労話はとても書ききれないので今回は省きます
が､とてつもなく大変でした｡正直言うともう二度と経
験したく有りませんが､とても身になりましたし社会に
出た今でもその時の経験が生きているなと感じることも
あります｡
4.3大義名分
私が在籍していた頃のネットワーク情報学部は1期生
だった事もあり､先輩は居ないし学外との絡みも無い､
加えて半端でない課題量等々によって他学部との絡みも
少なめ､という状況でした｡閉じたコミュニティを形成
していて､自分達がどれだけ評価されることをやってい
るのか､どれだけ役に立つことをやっているのか､分か
っていない人が多かった様に思います｡きっと皆一歩外
に出てみて自分自身･自分の周りを見直してみると今ま
で気付かなかった点に気づくことが出来ます｡それを知
らないで大学4年間を終えてしまうのは勿体無い｡そう
感じていました｡
また､ネットワーク情報学部は｢コンテンツデザイン
コース｣ ｢情報ストラテジーコース｣ ｢ネットワークシス
テムコース｣という　3コースから構成されていました｡
このデザイン･経営･プログラムという専門的なコース
の組み合わせはとても珍しく､せっかく同じ学部に居る
のだからこの3コースが交われば何か未だ世の中に誕生
していない新しい動きが生まれるのではないか､とも考
えました｡ (この3コースが"交わる"というところから"
交差点"-"コウサ展"となりました)
もっと自分たちの外部に発信すべきだ!自分たちは人
に自慢できる事をやっている事を自覚してもらいたい!
そういった目的でコウサ展を立ち上げました｡
というのがコウサ展の表向きの大義名分です-0"表向
ぎ'というのは実は最初はそんなことどうでも良くて､自
分も六本木みたいなお酒落な所で｢僕こんなん作ったん
す!凄いっしょ!｣と言ってみたい､というのが本音で
す｡ただ､後になって思うと動機なんてものは何でも良
くてとにかく動き出した事が良かったんだ､ということ
が分かりました｡理由･大義名分は動けば自ずと決まっ
てくる､という事でしょうか｡実際､運営をしていく中
で色々な人の意見を聞き､上述の理由付けが加わって来
た訳で､その展示会が数年たった今でも続いている､そ
れだけで初動を起こした意義は有ったのではないかと思
います｡
4.4インターネット発信で現実が動く
この一連のコウサ展騒ぎがブログの1ポストから始ま
ったという出来事が当時の自分としてはかなりセンセー
ショナルでした｡それまではネットはネット､現実世界
は現実世界､と切り分けて考えていました｡インターネ
ット上で何かアクションが合ってもそれが大々的に現実
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世界を動かす､というはこれまでに無い体験でした｡
これはBLOGというツールがそれまでのWebサイト
とは違った特性を持っていたからです｡先にも書いたよ
うに昔のWebサイトは小規模のコミュニティを形成し､
内輪だけで盛り上がる事に特化していたのに対して､
BLOGは不特定多数に対する情報発信ツールとして位
置づけされ､発信者･閲覧者が双方にコミュニケーショ
ンを取りやすく作られていたためだと思います｡ BLOC
は一対他という形式を取りつつも､コメント機能やトラ
ックバック機能は個別のコミュニケーションフォローを
行う､これが素晴らしい点でした｡
インターネット上ではBLOG　の他にも様々はツー
ル･サービスが生み出され､コミュニケーションの形を
変え続けています｡私は今日までの傾向として､初めに
コミュニケーションを取る際のハードルが日に日に低く
なってきている､と感じています｡
5.何時でも誰とでも
学生時代から今日までで様々なWeb　コンテンツが増
えてきましたが､特にインターネットの在り方を変えた
のはSNSだと思います｡流行り始めたのは私が大学3
年か4年の頃でした｡最初はGoogleのorkutが公開さ
れ注目を浴びました｡今はもう全く名前を聞かない
orkutですが実名で登録するコミュニティ､というは衝
撃的でした｡日本国内ではGREEやmixi等々､日本人
向けにカスタマイズされたSNSが乱立しました｡最近
ではモバゲ一等もSNS　と呼べるでしょうか｡最初こそ
招待制のコミュニティで､通の人しか参加出来ない状況
でしたが､学生の間で広まるのはあっという間でした｡
この新コミュニティの破壊力は相当なものでした｡
BLOGなんてくそくらえと､皆がSNS上で日記を書き
始め､ SNS上で連絡を取り合いました｡ ｢友達の輪!｣
と言わんばかりに無尽蔵に色々な人が繋がっていき､現
実では考えられないような著名人や有名人と会話をする､
というのが不可能ではなくなりました｡今では日本では
mixi､世界規模で見るとFacebookが有力ですが､どち
らもその特性は持ち続けているし､そこを1つの強みと
していると思います｡
次に衝撃的なコミュニティツールとして位置づけられ
るのがtwitterだと思います｡最近流行り出したツール
ですが､登場は今からもう5年前です｡このツールもコ
ミュニケーションのハードルをガクンと下げました｡人
と人が無尽蔵に繋がっていく､という点ではSNS　と同
じですが､ ｢誰が誰と繋がろうと自由｣というコンセプト
がハードルを一段と下げています｡さらに｢話しかける
のも自由｣､友人でも会ったことが無い人でも､会えない
人でも､自由に連絡を取る権利があります｡
これらのサービスがなぜここまで流行ったのか､何度
も書いていますがコミュニケーションのハードルを下げ
た(無くした)からだと思います｡では､なぜハードルを
ill
下げる事が出来たのか｡それは､インターネットを取り
巻く環境を上手く取り入れることが出来たからです｡
5.流行ったからには理由がある
流行ったものは全てにおいて必ず理由があります｡私
が全ての理由を解説出来るわけでは有りませんし､合っ
ているかも分かりません｡むしろ正解は有って無いよう
なものです｡ですが､SNSは携帯電話､twitterはiPhone､
が深く関連しているに違い有りません｡
SNSは学生が授業中に隠れてコソコソ楽しむもの､と
認識しています｡一人に一台の携帯電話､という考え方
になってから携帯番号が個人を表すID化されているよ
うに感じます｡その時点でローカルのSNSが出来上が
っており､ ｢いいとこあるから遊びにおいでよ!｣と広い
遊び場を用意してあげたのがSNS｡おそらく携帯電話が
なければもう少し大人の社交場のようなSNSになって
いたと思います｡
twitter　に関しては絶対的にiPhone　が理由です｡
twitter登場から5年経って､なぜ突然ヒットしたのか｡
twitterとiPhoneとの親和性が異様に高いためここまで
爆発的に広がったのでしょう｡
では､これらを踏まえると今後はどういったコンテン
ツが流行るのか｡
6.未来
未来は正直､分かりません｡分かっていたら誰にも言
わずに一人で荒稼ぎするはずです｡ただ､未来を考える
上でこれからのインターネットを取り巻く環境を考える
と良いのでは無いかと思います｡自ずと見えてくる部分
があるのではないかと思います
大切なのは､最早インターネットはパソコンのための
ものではない､ということを念頭に置くことが必要です｡
携帯電話は勿論のこと､ゲーム機やテレビ､がインター
ネットに繋がる時代です｡もしかすると冷蔵庫やェアコ
ンなんかもインターネットに接続する時代がすぐそこま
で来ているかもしれません｡祖母がインターネットを使
うはずが無い､と思っているとテレビ越しにインターネ
ットを操っているかもしれません｡もしくは､ iPadでイ
ンターネットからダウンロードした本を読んでいるかも
しれません｡今まででは考えられない位にインターネッ
トが生活の中に溶け込んで来ます｡その辺りを念頭に予
測していくとうっすらと未来が見えてくるのではないで
しょうか｡
7.最後に
気持ちだけは若い学部卒業生として､学生の皆さんが
面白がってもらえるような話をと思い､この内容で講演
させていただきました｡誰かの心に響いていれば光栄で
す｡
